
風
蘭
の
返
り
咲
き
せ
る
を
見
つ
け
た
り
一
花
の
み

い

つ

か

に
て
霜
月
十
日

髙
橋
貞
雄

両
隣
友
の
鼾
の
迫
り
来
て
瀬
戸
の
旅
路
は
旅
情
遠

の
く

川
上
憲
一

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
だ
け
が
イ
ン
フ
レ
の
全
て
の
理

由
か
検
証
す
べ
し

池
永

孝

我
が
屋
敷
南
海
線
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
ラ
ピ
ー
ト

通
れ
ば
法
律
違
反
の

デ
シ
ベ
ル

松
田
皓
平

60

ミ
オ
ち
ゃ
ん
と
結
婚
す
る
こ
と
で
き
な
い
よ
１
年

女
子
が
私
に
忠
告

月
岡
秀
夫

我
が
息
子
教
師
し
て
る
と
嬉
し
げ
に
中
退
生
署
名

協
力
す

田
中
康
之

歴
史
の
転
換
点
に
居
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
私
た
ち
軍

事
費
倍
増
を
政
府
打
ち
出
す

福
谷
美
智
子

吹
き
溜
ま
り
歩
道
の
落
ち
葉
踏
み
歩
き
音
を
楽
し

み
行
く
秋
惜
し
む

佐
々
木
有
馬

薪
づ
く
り
最
後
に
な
る
か
山
に
入
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト

つ
け
チ
ェ
ン
ソ
ー
始
動

正
重
哲
美

満
月
は
奇
し
く
赤
く
浮
か
び
お
り
君
の
隣
の
悠
久

の
空

鈴
木
晋
司

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
カ
ル
ト
に
ヘ
イ
ト
カ
ジ
ノ
推
し
何
か

変
な
も
の
幅
を
利
か
せ
て

大
屋
弘
子

白
菜
や
水
を
買
ふ
な
ら
宅
配
す
サ
ン
タ
の
帽
の
小

さ
き
ス
ー
パ
ー

瓜
生
野

気
に
入
り
は
細
き
ズ
ボ
ン
に

古

の
ス
カ
ー
ト
着

い
に
し
え

は

い
て
散
歩
す
る
こ
と

山
尾
邦
子

第

回
府
高
退
教
「
短
歌
を
楽
し
む
会
」
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・

・

投
稿
順
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12
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１
月
７
日
、
明
る
い
民

主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会

が
春
の
知
事
選
に
元
参
議

員
の
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー

さ
ん
を
擁
立
、
出
馬
表
明

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

明
る
い
会
と
し
て
は

年
11

ぶ
り
の
独
自
候
補
に
様
々

な
府
民
が
歓
迎
の
意
を
表

明
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
親
睦
と
交
流
を

主
な
目
的
と
す
る
府
高
退

教
が
知
事
選
挙
を
組
織
的

に
た
た
か
う
こ
と
を
決
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
傍
観
者
的
で
は
な

い
こ
と
も
言
う
に
及
ば
ず

で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
中
に
、

計
り
知
れ
ぬ
テ
ス
ト
競
争

教
育
を
も
ち
こ
み
、
チ
ャ
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春
の
府
知
事
選
挙

新
し
い
大
阪
へ
の
狼
煙
を
あ
げ
よ
う

末
光
章
浩
（
府
高
退
教
幹
事
長
）

レ
ン
ジ
テ
ス
ト
や
府
独
自
の

学
力
テ
ス
ト
（
特
に
大
阪
市

が
酷
い
）
で
学
校
間
格
差
や

教
育
格
差
を
増
大
さ
せ
、
大

阪
の
不
登
校
や
暴
力
件
数
は

ず
ー
っ
と
全
国
一
、
３
年
連

続
定
員
割
れ
高
校
を

校
以

10

上
廃
校
し
、
子
ど
も
た
ち
の

心
を
深
く
傷
つ
け
て
い
ま

す
。教

職
員
へ
は
教
務
補
助
解

雇
や
学
力
テ
ス
ト
の
低
い
学

校
や
特
色
の
な
い
学
校
の
校

長
へ
の
侮
辱
や
恫
喝
、
評
価

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
教
職
員
分

断
と
給
与
差
別
支
給
と
給
与

削
減
、
学
校
の
教
職
員
内
規

や
学
校
人
事
へ
の
介
入
、
教

科
書
選
定
へ
の
干
渉
な
ど
民

主
的
な
校
内
改
革
を
全
面
否

定
、
府
立
学
校
条
例
や
政
治

（部内資料）
昨
年
最
後
の｢

短
歌
を
楽
し
む
会
」
で
し
た
。
風
蘭
や
紅
葉
の
渓
や

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
美
し
さ
を
歌
う
歌
稿
に
心
洗
わ
れ
な
が
ら
、
福
谷

さ
ん
の｢

歴
史
の
転
換
点
」
と
い
う
歌
に
み
ん
な
頷
き
ま
し
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
状
況
は
「
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
」
で
な
く
て
「
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
だ
も
ん
な
」
と
い
う
話
を
し
た
り
し
て

暗
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。「
一
月
の
歌
会
が
休
み
な
の
は
さ
み
し
い

な
」
と
言
い
な
が
ら
別
れ
ま
し
た
。

朝ドラ「舞いあがれ」と教育の条理

たつみコータロー大阪府知事待望論

活
動
規
制
条
例
に
よ
る
教

職
員
統
制
で
学
校
の
自
治

や
自
由
を
根
こ
そ
ぎ
奪

い
、
大
阪
の
教
育
を
大
き

く
後
退
さ
せ
ま
し
た
。
退

職
し
た
と
は
い
え
、
教
育

に
誇
り
と
情
熱
を
も
っ
て

い
た
我
々
退
職
教
職
員
に

と
っ
て
も
耐
え
難
い
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
上
、
コ
ロ
ナ
感
染

が
広
ま
る
な
か
で
も
大
阪

の
医
療
を
後
退
さ
せ
、
命

・
健
康
を
脅
か
し
、
タ
ダ

で
さ
え
高
い
国
民
健
康
保

険
料
や
介
護
保
険
料
の
値

下
げ
を
す
る
た
め
に
税
金

を
使
わ
ず
、
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
の
カ
ジ
ノ
の
汚

染
土
壌
や
地
盤
沈
下
、
Ｉ

Ｒ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
湯

水
の
ご
と
く
税
金
投
入
。

呆
れ
て
モ
ノ
が
言
え
ん
。

え
え
加
減
に
せ
い
！

み
な
さ
ん
、
腹
が
立
ち

ま
す
よ
ね
！

こ
の
怒
り

と
大
阪
を
よ
く
す
る
た
め

に
た
つ
み
さ
ん
と
も
う
一

汗
か
き
ま
し
ょ
う
！

も

渡
邉
倬
郎
（
高
石
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
ド
ラ
マ

「
舞
い
あ
が
れ
」
が
と
て
も
面

白
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
め
ざ
す
主
人

公
の
岩
倉
舞
は
、
航
空
会
社
の

内
定
を
取
り
付
け
る
。
東
大
阪

の
「
小
さ
な
ネ
ジ
の
、
大
き
な

夢
」
を
め
ざ
す
町
工
場
主
の
父

・
浩
太
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
中
、
経
営
悪
化
で
過
労
死
す

る
。
舞
は
、
航
空
会
社
の
内
定

を
辞
退
し
、
母
・
め
ぐ
み
と
と

も
に
工
場
の
再
建
と
父
の
夢
だ

っ
た
航
空
機
の
ネ
ジ
の
生
産
競

争
に
参
入
し
て
い
く･

･
･

。

ド
ラ
マ
の
中
で
「
信
頼
で
き

る
大
人
」
が
寄
り
添
い
、
「
励

ま
し
合
う
仲
間
」
と
と
も
に
生

き
て
い
く
若
者
た
ち
の
成
長
が

見
え
る
。
そ
れ
は
、
「
教
育
」

と
は
何
か
、
を
表
現
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
は
言
う
。
「
人
間
は

教
育
に
よ
っ
て
初
め
て
人
間
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
、｢

注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
人
間
は
人
間
に
よ
っ
て
の

み
教
育
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
」。

教
師
た
ち
も
完
成
途
上
、
生

徒
た
ち
も
完
成
途
上
。
そ
の
不

完
全
な
ま
ま
の
人
間
同
士
が
ぶ

つ
か
り
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て

い
く
な
か
に
教
育
の
醍
醐
味
が

あ
る
。
失
敗
は
次
に
向
け
て
の

糧
と
な
る
。
「
教
育
は
人
間
に

課
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
、
教
育
は
一
歩

ず
つ
前
進
す
る
ほ
か
は
な
い
」

と
。

裏
面
に
続
く

う
ひ
と
が
ん
ば
り
し
ま
し

ょ
う
！

最
後
に
突
如
出
現
し
た

財
界
主
導
の
「
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
お
お
さ
か
」
、
た
つ

み
さ
ん
に
は
協
力
し
な
い

と
の
コ
メ
ン
ト
。
カ
ジ
ノ

も
慎
重
に
？

住
民
投
票

せ
よ
と
は
？

我
々
は
知

っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
も

腐
敗
政
治
を
一
掃
す
る
絶

好
の
機
会
に
第
３
勢
力
の

出
没
で
批
判
票
が
分
か
れ

た
こ
と
を
！

維
新
政
治
を
延
命
さ
せ

る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
！
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（
表
面
か
ら
の
続
き
）

私
が
現
役
の
頃
は
、
教
職
員

は
思
想
・
信
条
は
違
っ
て
も

教
育
現
場
に
お
い
て
は
一
致

で
き
る
点
を
重
視
し
て
「
同

僚
性
」
を
発
揮
し
て
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
。

府
高
教
は
「
教
育
の
条
理
を
尽

く
す
」
と
主
張
し
、
教
育
現
場

の
と
り
く
み
を
励
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
維
新
府
・
市
政

は
府
民
の
間
に
分
断
と
対
立
を

持
ち
込
ん
だ
。
公
務
員
と
一
般

労
働
者
を
分
断
し
て
対
立
さ
せ

る
。
教
育
公
務
員
に
対
し
て
は
、

「
教
育
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

教
職
員
の
市
民
（
国
民
）
と
し

て
の
基
本
的
人
権
で
あ
る
政
治

に
関
す
る
権
利
を
奪
い
、
校
長

を
含
む
職
場
の
合
意
の
場
で
あ

る
「
職
員
会
議
」
で
の
挙
手
に

よ
る
採
決
を
問
答
無
用
で
禁
止

し
た
。
「
同
僚
性
」
の
代
わ
り

に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
「
評
価

育
成
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。

「
同
僚
性
」
は
極
め
て
希
薄
に

な
り
、
教
育
活
動
の
停
滞
、
教

育
活
動
へ
の
憧
れ
が
弱
く
な
っ

た
。「

公
務
現
場
で
働
く
人
た
ち

が
誇
り
を
持
っ
て
府
民
全
体
に

奉
仕
で
き
る
よ
う
な
府
政
を
つ

く
り
た
い
」
と
決
意
表
明
し
、

出
馬
表
明
さ
れ
た
、
た
つ
み
コ
ー

タ
ロ
ー
さ
ん
を
全
力
で
応
援
し

た
い
。

一
九
六
七
年
浪
人
し
て
京
都

の
大
学
に
入
っ
て
す
ぐ
、
街
頭

で
の
「
神
に
つ
い
て
考
え
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
勧
誘
で
（
い
ま

で
い
う
と
「
手
相
を
み
せ
て
く

だ
さ
い
」
）
、
わ
た
し
は
旧
統

一
協
会
（
原
理
研
）
の
三
日
間

合
宿
な
る
も
の
に
参
加
し
危
う

く
「
洗
脳
」
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
繰
り
返
さ
れ
る
賛
美
歌

（
今
で
も
覚
え
て
い
る
）
と
長

時
間
の
「
講
義
」
、
ほ
め
言
葉

な
ど
で
理
性
と
自
我
を
破
壊
す

る
の
だ
。

す
べ
て
の
真
理
を
統
合
す
る

「
統
一
原
理
」
な
る
も
の
が
出

現
し
た
と
か
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を

知
ら
な
い
人
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を

自
動
書
記
し
た
と
か
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
こ
と
を
言
う
。
信

仰
の
為
に
は
親
を
捨
て
る
と
い

う
「
聖
書
」
の
言
葉
（
ど
こ
に

書
い
て
あ
る
の
か
し
ら
な
い
が
）

も
引
用
。
旧
統
一
協
会
に
と
っ

て
親
は
サ
タ
ン
な
の
だ
。
夜
は

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
や
っ

て
気
勢
を
あ
げ
る
。
「
お
父
様
」

（
文
鮮
明
の
こ
と
）
な
ど
と
つ

ぶ
や
く
。
当
時
だ
れ

の
こ
と
か
知
ら
な
か
っ

た
が
文
の
事
ら
し
い
。

そ
し
て
、
大
学
の

回
り
に
学
生
の
共
同

生
活
の
家
が
あ
っ
て
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
演

出
。
数
学
者
の
岡
潔

な
ど
有
名
人
を
広
告

塔
に
利
用
す
る
傾
向

が
既
に
あ
っ
た
。
韓
国
語
の
食

ロ
（
シ
ッ
ク
）
教
授
と
い
う
。

「
心
情
圏
」
な
る
雑
誌
を
発
行
。

一
九
六
〇
年
代
未
の
こ
ろ
民
主

的
学
生
運
動
が
盛
ん
な
時
だ
っ

た
か
ら
、
六
ヵ
月
位
で
「
徐
々

に
」
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

離
れ
る
と
き
原
理
研
か
ら
リ
ン

チ
に
あ
う
夢
を
見
た
。

文
鮮
明
（
二
〇
一
二
年
死
去
）
、

メ
シ
ア
（
文
の
こ
と
）
は
韓
国

で
韓
国
語
で
再
臨
す
る
な
ど
の

説
（
韓
国
版
「
原
理
講
論
」
）
、

恋
愛
の
禁
止
と
文
夫
婦
の
采
配

の
も
と
で
の
見
合
い
結
婚
、
合

同
結
婚
式
、
霊
感
商
法
、
信
者

か
ら
の
高
額
献
金
、
自
民
党
な

ど
と
結
託
し
た
反
民
主
主
義
の

勝
共
運
動
、
難
民
救
援
に
名
を

か
り
た
イ
ン
チ
キ
募
金
活
動
な

ど
は
後
に
知
っ
た
こ
と
。

故
・
安
倍
さ
ん
な
ど
が
マ
ザ
ー

ム
ー
ン
な
ど
と
熱
烈
な
エ
ー
ル

を
お
く
っ
て
い
た
（
政
治
家
と

し
て
の
無
内
容
・
雑
炊
ぶ
り
を

示
し
て
い
る
。
靖
国
派
と
韓
国

中
心
主
義
の
結
合
。
安
倍
氏
は

統
一
協
会
の
月
刊
誌
「
世
界
思

想
」
の
表
紙
に
何
回
も
写
真
が

使
わ
れ
て
い
た
）
文
の
二
四
歳

若
い
四
人
目
の
妻
韓
鶴
子
は
最

近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。
統
一

協
会
と
の
戦
い
は
続
く
が
、
防

波
堤
は
民
主
的
学
生
運
動
・
労

働
運
動
。

子
や
孫
、
若
者
を
旧
統
一
協

会
・
原
理
研
に
取
ら
れ
な
い
為

に
何
を
す
べ
き
か
。
「
統
一
協

会
・
勝
共
連
合
と
は
な
に
か
」
・

日
隈
威
徳
・
新
日
本
出
版
社
参

照
。
再
版
が
出
て
い
ま
す
。

私
の
昨
年
一
番
の
出
来
事

は
、
何
と
言
っ
て
も
白
内
障

手
術
で
「
世
界
」
が
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
。
ま
ぶ
し
く
て

道
路
表
示
が
よ
く
見
え
ず
運
転

に
も
支
障
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

手
術
後
は
新
聞
も
夜
空
の
星
も

メ
ガ
ネ
な
し
で
Ｏ
Ｋ
。
木
々
の

葉
や
道
路
の
小
石
も
く
っ
き
り

見
え
る
よ
う
に
な
り
、
視
界
が

大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
２
０

歳
位
若
返
っ
た
思
い
で
、
も
っ

と
早
く
手
術
し
て
お
け
ば
と
少

し
後
悔
。

第
二
は
、
近
く
に
い
た
娘
一

家
が
５
月
に
３
人
の
孫
と
渡
仏
。

便
利
に
な
っ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ビ
デ

オ
通
話
で
孫
ロ
ス
も
何
と
か
な

り
ま
し
た
が
、
年
末
に
は
妻
と

初
め
て
フ
ラ
ン
ス
に
。
大
阪
弁

で
仲
良
く
遊
ん
で
い
た
か
と
思

う
と
今
度
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
ケ

ン
カ
を
始
め
る
孫
た
ち
に
少
し

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
ク
リ
ス
マ

ス
と
年
越
し
を
一
緒
に
過
ご
し

ま
し
た
。

第
三
は
、
長
年
の
念
願
だ
っ

た
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
や
っ
と

実
現
し
た
こ
と
。
工
事
中
２
ヶ

月
の
仮
住
ま
い
で
物
の
な
い
生

活
に
も
慣
れ
、
今
年
は
あ
ま
り

物
に
頼
ら
ず
豊
か
な
暮
ら
し
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

府高退教通信 NO.259 2023年2月17日

HP府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/

当
面
の
日
程

【
3
月
】

3
月
2
日
（
木
）
13:
30

単
位
退
教
代
表
者
会
議

教
育
会
館
2F
「
コ
ス
モ
ス
」

3
月
6
日
（
月
）
13:

30

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

3
月
10
日
（
金
）
14:

00

大
阪
に
春
を
呼
ぶ

退
職
教
職
員
の
つ
ど
い

3
月
10
日
（
金
）
春
の
散
策

10:

30

3
月
13
日
（
月
）
14:

00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

3
月
17
日
（
金
）
12:

40

憲
法
宣
伝

上
六
交
差
点

3
月
17
日
（
金
）
14:

00

府
高
退
教
第
332
回
幹
事
会

教
育
会
館
3F
「
ロ
ー
ズ
」

3
月
20
日
（
月
）
14:

00

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
会

教
育
会
館
「
コ
ス
モ
ス
」

今回は実業家が残した名庭園を見学。最初の旧岡崎邸庭園は須磨離宮

公園植物園にある。かつては建築家設楽貞夫の洋館があった『華麗なる

一族』のモデルになった岡崎財閥の邸宅跡に近代和風建築と日本庭園が

残されている。すぐ近くに西尾家住宅がある。神戸の貿易商・西尾類蔵

の邸宅および迎賓館として大正時代に竣工した近代建築を見学。須磨寺

から網敷天満宮、須磨海岸にある旧和田岬灯台を巡る。午後は元町に戻っ

て相楽園を見学。明治時代に作庭された神戸を代表する日本庭園。園内

には国重要文化財の“船屋形”、洋館“旧ハッサム住宅”、近代建築

“旧小寺家厩舎”などがある。

実施日：２０２３年３月１０日（金）

集合：午前１０時３０分 山陽電鉄本線月見山駅集合

解散：午後３時３０分頃 阪神本線元町駅で解散

料金：須磨離宮公園４００円、相楽園３００円

１．午前 山陽電鉄月見山駅→須磨離宮公園と植物園を見学→神

戸迎賓館西尾邸→須磨寺→綱敷天満宮→旧和田岬灯台を見学、須

磨海岸で昼食

２．午後 須磨住友別邸址、JR神戸線須磨海浜公園駅→JR元町駅

→相楽園を見学→元町駅で解散

持ち物：弁当、水筒、天候により雨具

その他：事前の申し込みは不要です。

天候が疑わしい場合は午前7時までに下記いずれかに お電話

ください。（小雨決行）

寺西文夫 070-1457-2853 笹岡優光 090-3944-3733

旧
統
一
協
会
問
題
に

つ
い
て

向
井
哲
夫
（
寝
屋
川
定
）

実業家が残した神戸を代表する日本庭園を堪能 ～

旧岡崎邸庭園と洋館や厩舎もある相楽園を巡る～

「

三
大
ニ
ュ
ー
ス
」と

今
年
に
思
う
こ
と

門
谷
充
男
（
西
淀
川
）

春の
散策

山岸 稔（桜塚定）


